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６
月
会
議
提
出
議
案

【令和7年度】６月会議【令和7年度】６月会議
6月会議は6月16日から20日までの５日間の会期で開かれた。

今会議では報告が７件あり、条例改正４件、補正予算３件、議員提出議案１件が審議さ

れ全て可決された。

【報　告】
下郷町税条例の一部を改正する条例の設定について

下郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の説定の設定について

令和6年度下郷町一般会計補正予算（第13号）

令和6年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合

規約の一部変更

令和6年度下郷町一般会計の繰越明許費について

令和6年度下郷町一般会計の事故繰越しについて

【議　案】
○条例改正

記号式投票に関する条例を廃止する条例の設定について

下郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の設

定について

下郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例の設定について

下郷町議会議員及び下郷町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条

例の設定について

○補正予算

令和7年度下郷町一般会計補正予算（第1号）

令和7年度下郷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

令和7年度下郷町介護保険特別会計補正予算（第1号）

○議員提出議案
　国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見

書の提出について

6月会議提出議案
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議
案
審
議

除
雪
機
購
入
に
関
し
て
、

延
滞
金
は
ど
う
な
っ
た

か
？
納
品
期
限
は
い
つ
か
？

令
和
７
年
１
月
に
覚
書
を

交
わ
し
て
９
月
末
日
の
納

期
が
可
能
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
納
入
遅
延
利
息
を
支
払
う
こ

と
で
合
意
し
て
い
る
。

遅
延
利
息
は
い
く
ら
か
？

変
更
契
約
は
さ
れ
ず
に
繰

り
越
さ
れ
た
の
か
？

約
1
0
0
万
円
弱
に
な
る

と
試
算
し
て
い
る
。
延
長

遅
延
と
い
う
形
で
進
め
て
い
る
。

契
約
書
に
期
限
は
表
記
さ

れ
て
い
な
い
の
か
？

当
初
の
契
約
書
で
履
行
で

き
な
い
た
め
９
月
30
日
ま

で
と
い
う
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

業
者
の
不
適
切
な
行
為
と

は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ

と
か
？

昨
年
７
月
末
に
親
会
社
の

I
H
I
が
公
表
し
た
も
の

で
、
新
潟
ト
ラ
ン
シ
ス
株
式
会
社

が
製
造
し
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
に
お
い
て
、
除
雪
最
大
除
雪

量
の
性
能
向
上
を
意
図
し
て
、
販

売
品
と
は
異
な
る
部
品
で
性
能
試

除
雪
機
購
入

６月会議議案審議
南会津地方環境衛生組合が令和7年3月31日に解散・脱退することに伴う福島県

市町村総合事務組合規約の一部や商工費など4事業で計7519万6000円繰り越す

ことが報告された。さらに、除雪車両更新事業の5599万円が繰り越されること

が説明された。

験
を
受
け
て
い
た
と
い
う
内
容
。

新
し
い
除
雪
性
能
試
験
が
必
要
と

な
り
、
パ
ス
し
た
場
合
は
そ
の
部

品
に
置
き
換
え
て
納
入
す
る
。

事
故
繰
越
は
議
会
の
議
決

が
必
要
で
は
な
い
か
？
報

告
事
項
で
は
な
い
の
で
は
？

繰
越
明
許
は
議
会
の
議
決

が
必
要
だ
が
、
事
故
繰
越

に
つ
い
て
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
。
繰
越
計
算
書
を
調
整
し
議
会

に
報
告
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

遅
延
金
が
発
生
す
る
の
は

当
然
な
の
に
、
な
ぜ
変
更

契
約
を
交
わ
さ
な
い
の
か
？

変
更
契
約
を
結
ぶ
と
工
期

を
延
ば
す
こ
と
を
認
め
た

こ
と
に
な
り
、
遅
延
損
害
金
が
発

生
し
な
く
な
る
。
顧
問
弁
護
士
に

相
談
し
た
結
果
、
現
契
約
を
生
か

し
な
が
ら
利
息
を
払
っ
て
も
ら
う

方
向
で
協
議
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
契
約
に
対
し
て
製
造

元
は
何
も
関
係
な
い
の
で

す
か
？
販
売
会
社
側
に
利
息
が
払

わ
れ
な
い
分
は
製
造
会
社
が
払
う

と
い
う
覚
書
は
契
約
書
と
関
係
な

い
の
で
は
な
い
か
？

会
津
自
動
車
工
業
株
式
会

社
は
販
売
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
販
売
メ
ー
カ
ー
と
製
造
メ
ー

カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
契
約
を
結
ん
で

納
品
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
本

契
約
と
仮
契
約
書
、
本
契
約
書
と

こ
の
覚
書
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。

製
造
元
の
名
前
は
事
故
が

な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
も

の
で
は
な
い
の
か
？
町
と
の
契
約

に
は
全
く
出
て
こ
な
い
の
に
、
な

ぜ
覚
書
に
町
長
の
印
鑑
ま
で
必
要

な
の
か
？覚

書
の
第
１
条
に
今
回
の

車
両
に
関
す
る
事
案
に
つ

い
て
明
記
し
て
お
り
、
車
両
の
納

入
に
あ
た
っ
て
は
平
和
自
ら
の
負

担
に
よ
り
対
象
車
両
に
つ
い
て
当

初
除
雪
性
能
試
験
で
使
用
し
た
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
交
換
し
た

上
で
９
月
30
日
末
に
納
入
す
る
も

の
と
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に
責

任
が
あ
る
も
の
の
、
販
売
メ
ー
カ

ー
も
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る

た
め
、
３
社
の
契
約
と
し
て
覚
書

を
作
成
し
た
。

基
本
的
に
は
契
約
書
が
主

で
あ
り
、
製
造
元
が
納
入

業
者
に
対
し
て
覚
書
を
交
わ
す
の

は
わ
か
り
ま
す
が
、
な
ぜ
町
長
ま

で
判
子
を
押
す
必
要
が
あ
る
の

か
？

今
回
の
契
約
に
つ
い
て
は

本
契
約
書
が
主
で
あ
る

が
、
事
案
が
発
生
し
た
た
め
、
本

契
約
は
そ
の
ま
ま
で
今
後
の
取
り

扱
い
も
含
め
て
覚
書
を
付
随
さ
せ

た
。
契
約
書
の
補
佐
的
な
役
割
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
や
や
る

べ
き
こ
と
を
記
載
し
た
覚
書
を
交

わ
し
た
。納

品
が
間
に
合
わ
な
い
原

因
は
検
査
で
規
格
に
合
わ

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
こ

と
な
の
か
？
ま
た
、
弁
護
士
と
の

相
談
は
事
故
繰
越
の
手
続
き
に
つ

い
て
な
の
か
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ

い
て
な
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

不
適
切
な
行
為
と
は
、
販

売
さ
れ
る
車
両
と
違
っ
た

性
能
に
す
る
た
め
に
意
図
的
に
異

な
る
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
性

能
試
験
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
販
売
す
る
車
両
は
発
注
し
て

い
る
性
能
に
満
た
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
弁
護
士
と
は
事
故
発
生
後

に
相
談
し
、
発
注
納
入
す
る
町
と

し
て
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
助

言
を
求
め
た
。
手
続
き
上
の
話
で

は
な
く
、
契
約
上
の
話
を
相
談
し

た
。

所
得
税
の
改
正
に
よ
る
徴

税
の
差
額
調
整
は
？

徴
税
の
差
額
調
整
は
？
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議
案
審
議

鳥
獣
害
対
策
協
議
会
補
助

金
と
農
業
再
生
協
議
会
補

助
金
の
減
額
理
由
は
何
か
？

委
託
料
の
減
額
理
由

は
？

鳥
獣
補
助
金
の
減
額

理
由
は
？

全
額
減
額
理
由
は
？

記
号
式
投
票
の
廃
止

の
設
計
業
務
を
実
施
し
た
。
事
業

を
実
施
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
事
業
完
了
に
伴
う
予
算
残
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
事
業
を
実
施
し
、
優
先
交

渉
者
と
見
積
も
り
合
わ
せ
を
行
っ

た
結
果
の
金
額
で
あ
る
。

特
別
交
付
税
の
算
定
項
目

と
な
っ
た
事
業
は
何
か
？

特
別
交
付
税
の
対
象
は
複

数
あ
る
が
、
今
回
増
額
と

な
っ
た
主
な
原
因
は
除
雪
費
で
あ

る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
積
立

金
5
0
1
万
円
の
根
拠
は

何
か
？

歳
入
に
お
け
る
森
林
環
境

譲
与
税
の
増
額
分
3
1
5

万
5
0
0
0
円
と
積
立
金
の
差
額

に
つ
い
て
は
、
同
じ
森
林
林
業
振

興
費
の
中
で
旅
費
、
需
用
費
、
役

務
費
、
委
託
料
、
原
材
料
費
、
負

担
金
補
助
金
お
よ
び
交
付
金
の
残

額
分
を
回
し
て
い
る
。

公
示
送
達
の
予
算
と

は
？

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
接

続
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
用
管
理
補
助
業
務
委
託
料
の

減
額
理
由
は
何
か
？

昨
年
12
月
の
補
正
予
算
で

6
2
7
万
円
を
計
上
し
、

令
和
7
年
度
予
定
の
標
準
化
作

業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
作
業

所
得
税
と
個
人
住
民
税
を

計
算
す
る
際
の
控
除
額
の

見
直
し
が
図
ら
れ
た
も
の
で
、
給

与
所
得
控
除
の
場
合
は
55
万
円
か

ら
65
万
円
に
控
除
額
が
増
え
る
と

い
う
改
正
で
あ
る
。
差
額
は
生
じ

な
い
。

大
学
生
年
代
の
子
等
に
対

す
る
特
別
控
除
は
給
与
所

得
控
除
の
見
直
し
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

ご
質
問
の
通
り
で
、
大
学

生
年
代
の
子
等
に
つ
い
て

は
特
定
親
族
扶
養
控
除
と
し
て
新

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

税
収
が
下
が
る
こ
と
に
よ

る
財
源
の
確
保
は
ど
う
す

る
の
か
？税

収
は
減
額
に
な
る
が
、

町
は
地
方
交
付
税
の
交
付

団
体
と
な
っ
て
お
り
、
税
収
が
落

ち
れ
ば
そ
の
分
基
準
財
政
収
入
額

が
減
額
に
な
り
、
交
付
税
の
中
で

調
整
さ
れ
る
。
交
付
税
総
額
は
確

保
さ
れ
る
も
の
の
、
自
主
財
源
は

低
く
な
り
依
存
財
源
が
増
え
る
た

め
、
一
般
財
源
の
中
で
の
割
合
に

影
響
す
る
。

特
別
交
付
税
の
算
定

項
目
は
？

公
示
送
達
の
電
子
計
算
機

の
映
像
面
表
示
は
個
人
の

パ
ソ
コ
ン
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の

か
？

公
示
送
達
の
部
分
は
、
通

常
は
正
面
玄
関
前
の
掲
示

板
に
掲
示
す
る
も
の
を
、
窓
口
等

に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で

閲
覧
可
能
に
す
る
と
い
う
改
正
で

す
。
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
見
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

閲
覧
可
能
な
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
窓
口
に
設
置
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
？

庁
舎
内
の
シ
ス
テ
ム
が
標

準
化
シ
ス
テ
ム
に
変
わ

り
、
パ
ソ
コ
ン
機
器
も
更
新
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
閲
覧
で
き
る
体

制
を
ど
う
す
る
か
協
議
し
決
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
が
、
ま
だ
設
置

す
る
と
は
確
定
し
て
い
な
い
。
予

算
の
範
囲
で
可
能
で
あ
れ
ば
実
施

す
る
。

設
置
に
対
す
る
国
か
ら
の

補
助
は
あ
る
の
か
？

こ
れ
に
対
す
る
補
助
は
な

い
。

未
来
創
生
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

の
全
額
減
額
理
由
は
何
か
？

令
和
３
年
度
か
ら
実
施

し
、
６
年
度
が
最
終
年
度

の
事
業
で
、
１
か
所
当
た
り
50
万

円
の
10
か
所
で
予
算
措
置
し
て
い

た
。
駐
在
員
会
議
や
広
報
で
告
知

し
、
い
く
つ
か
の
集
落
か
ら
問
い

合
わ
せ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
実
現

に
は
至
ら
ず
、
結
果
的
に
実
施
す

る
集
落
が
な
か
っ
た
た
め
予
算
を

整
理
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
町
の
補
助
分

と
国
か
ら
の
補
助
が
あ
り
、
国
か

ら
の
補
助
を
優
先
的
に
使
っ
た
結

果
、
町
の
補
助
金
に
残
額
が
生
じ

た
。
農
業
再
生
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
利
用
条
件
の
規
程
が
き
つ
か

っ
た
た
め
利
用
者
が
少
な
く
、
令

和
７
年
度
は
よ
り
借
り
や
す
く
な

る
よ
う
改
善
し
て
い
る
。

記
号
式
投
票
を
廃
止
し
て

自
書
式
に
す
る
理
由
は
何

か
？
高
齢
者
が
多
い
地
区
で
は
記

号
式
の
方
が
楽
で
は
な
い
の
か
？

県
内
で
も
記
号
式
を
採
用

し
て
い
る
の
は
５
町
村
の

み
で
、
全
体
の
流
れ
が
自
書
式
に

移
っ
て
い
る
。
ま
た
、
期
日
前
投

票
の
割
合
が
約
半
分
を
超
え
て
お

り
、
半
分
が
自
書
式
、
半
分
が
記

号
式
に
な
る
と
開
票
事
務
に
時
間

が
か
か
る
。
高
齢
者
へ
の
配
慮
は

検
討
材
料
と
し
て
あ
っ
た
が
、
全

体
の
流
れ
を
考
慮
し
て
提
案
し
て

い
る
。
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議
案
審
議

今
後
の
目
標

○
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
更
新
に
合
わ

せ
て
公
示
送
達
の
閲
覧
体
制
に

つ
い
て
協
議
す
る
予
定
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
や
森
林
環
境

交
付
金
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

や
補
正
の
際
に
歳
入
と
歳
出
の

町
制
施
行
70
周
年
事
業
と

は
ど
う
い
っ
た
内
容
か
？

当
初
予
算
で
記
念
誌
の
発

行
と
新
聞
広
告
を
計
上
し

て
い
た
が
、
今
回
の
補
正
で
は
各

世
帯
に
配
る
記
念
品
や
10
月
頃
に

予
定
し
て
い
る
式
典
に
係
る
経
費

を
追
加
。
ま
た
、
南
会
津
地
方
振

興
局
と
共
催
す
る
ド
ロ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
公
園
で
ド
ロ
ー
ン
に
触
れ
合
う

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
15
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
が
増
額

し
て
い
る
理
由
は
何
か
？

当
初
予
算
策
定
時
は
県
か

ら
示
さ
れ
る
仮
算
定
で
予

算
計
上
し
て
い
た
が
、
令
和
６
年

度
の
所
得
確
定
に
伴
う
本
算
定
結

果
に
よ
り
保
険
税
額
が
増
額
と
な

っ
た
。
例
年
、
仮
算
定
時
の
数
字

が
低
く
出
る
傾
向
が
あ
り
、
昨
年

も
同
程
度
の
増
額
補
正
を
行
っ
て

い
る
。

公
用
車
の
N
H
K
放
送
料

の
調
査
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
？

現
在
も
調
査
中
で
あ
り
、

公
用
車
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
ワ
ン
セ
グ
・
フ
ル
セ
グ
等
の
受

信
料
は
支
払
う
方
向
で
検
討
中
。

車
載
の
ワ
ン
セ
グ
等
の
確
認
は
済

ん
で
い
る
が
、
消
防
団
員
が
受
信

す
る
メ
ー
ル
用
の
ガ
ラ
ケ
ー
等
も

対
象
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
、
追

加
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
金
額
は

お
お
よ
そ
見
え
て
き
て
い
る
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
次
回
の
議

会
で
報
告
予
定
。

９
月
の
町
長
選
挙
後
の
12

月
会
議
に
上
げ
る
方
が
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
？

６
月
上
旬
に
選
挙
管
理
委

員
会
で
諮
り
、
同
意
を
得

て
い
る
。こ

の
条
例
で
い
う
特
定
保

育
施
設
は
、
町
内
の
保
育

所
は
該
当
す
る
の
か
？

下
郷
町
に
は
条
例
に
記
載

さ
れ
て
い
る
施
設
は
該
当

す
る
も
の
で
は
な
い
。

町
民
税
等
の
減
税
理
由

70
周
年
事
業
と
は

公
用
車
の
放
送
受
信

料
は
？

低
所
得
者
支
援
と
は
？

減
額
に
よ
る
影
響
は
？

低
所
得
者
支
援
お
よ
び
定

額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

と
は
何
か
？

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
所
得

税
か
ら
の
減
税
に
関
す
る

給
付
で
、
確
定
申
告
完
了
後
に
実

質
確
定
さ
れ
た
金
額
で
扶
養
が
増

え
た
方
な
ど
に
再
度
給
付
を
行
う

も
の
。
昨
年
度
不
足
し
た
分
に
関

し
て
今
年
度
の
み
限
定
で
支
給
さ

れ
る
。
給
付
方
法
は
原
則
と
し
て

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化

事
業
補
助
金
の
減
額
理
由

と
影
響
は
？

県
全
体
の
予
算
減
少
に
よ

り
、
郡
内
３
町
の
う
ち
只

見
町
の
み
が
内
示
が
つ
き
、
南
会

津
町
と
下
郷
町
は
内
示
が
つ
か
な

か
っ
た
。
継
続
事
業
に
は
内
示
が

つ
い
た
が
、
新
規
事
業
は
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
。
張
平
地
区
の

8
k
m
の
点
検
診
断
業
務
が
対
象

だ
っ
た
が
、
住
民
へ
の
説
明
に
つ

い
て
は
実
際
に
行
う
段
階
に
な
ら

な
い
と
で
き
な
い
。
今
の
と
こ
ろ

補
助
を
使
っ
た
形
が
確
立
さ
れ
て

い
る
状
態
で
は
な
い
。

町
民
税
の
増
額
と
固
定
資

産
税
の
減
額
理
由
は
何

か
？

町
民
税
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
の
所
得
税
確
定
申

告
の
内
容
に
よ
り
算
定
し
た
結

果
、
給
与
や
農
業
な
ど
に
よ
る
所

得
の
増
加
、
お
よ
び
突
発
的
な
一

時
的
収
入
に
よ
る
所
得
増
が
要

因
と
な
り
、
１
億
1
1
3
3
万

7
0
0
0
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
総
務

大
臣
配
分
に
よ
る
償
却
資
産
の
評

価
額
・
課
税
標
準
額
に
お
い
て
想

定
以
上
の
減
額
通
知
が
あ
っ
た
た

め
、
5
0
3
万
円
の
減
額
と
な
っ

内
訳
が
わ
か
る
よ
う
な
資
料
を

次
回
か
ら
提
出
す
る
。

○
鳥
獣
害
対
策
や
農
業
再
生
に
関

す
る
補
助
金
を
農
家
や
町
民
が

有
効
利
用
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。

○
令
和
７
年
度
か
ら
「
集
落
機
能

維
持
支
援
事
業
」
と
し
て
、
未

来
創
生
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
と
い
う
こ
と
で
全
く

イ
コ
ー
ル
の
部
分
で
は
な
い
が

後
継
事
業
を
実
施
す
る
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
の
同
意
を
得

て
、
記
号
式
投
票
か
ら
自
書
式

投
票
へ
の
変
更
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

た
。
企
業
の
施
設
や
設
備
の
廃
棄

処
分
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

口
座
振
込
み
で
行
わ
れ
る
。
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一
般
質
問

一般質問
6 月会議では、 4人の議員が 7件の一般質問
を行い、活発な議論を展開しました。
7ページより、質問した順に代表する質問の
質疑応答を要約してお知らせします。

P ９大竹　浩治
●町長の任期について

P10
星　　和志
●ふるさと住民登録制度に向けた対策について

●学校統廃合の進捗現状報告

P ７
星　　邦一
●農家への支援体制について

●人口対策について

P ８
山名田　久美子
●町における虐待の対応について

●中学校におけるいじめ問題について

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町長

などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

スマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までのスマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までの
会議録を読む事ができます会議録を読む事ができます
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一
般
質
問

答弁

農家への支援体制について

予算措置をしている

質問

町
農
業
再
生
協
議
会
で
は

５
月
末
に
よ
う
や
く
総
会

が
開
催
さ
れ
、
よ
う
や
く
支
援
体

制
が
確
保
さ
れ
た
が
、
２
〜
３
月

に
開
催
さ
れ
た
農
政
座
談
会
で

は
、
令
和
７
年
度
の
支
援
内
容
は

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
農
家
は
支

援
内
容
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
ス
タ

ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
３
月
末
ま
た
は
４
月

上
旬
に
総
会
を
開
催
し
、
切
れ
目

な
い
支
援
体
制
を
確
保
し
、
各
農

家
へ
周
知
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

第
７
次
総
合
計
画
に
お
い

て
、
５
年
後
の
定
住
人
口

を
４
２
０
０
人
を
維
持
し
て
い
く

目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
今
年
度
か
ら

そ
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
の
中
、
町
長
は
人
口

維
持
を
本
当
に
可
能
と
考
え
て
い

る
の
か
。

速
や
か
に
地
域
住
民
に
周

知
を
図
り
、
周
知
不
足
に

よ
り
予
算
が
余
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
積
極
的

に
支
援
を
行
う
よ
う
約
束
し
て
ほ

し
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
根
本
は
、

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
町
政
執
行
機
関
と
し
て
の
企
画

提
案
で
あ
る
も
の
の
、
議
会
議
員

や
町
民
に
丸
投
げ
し
て
積
極
性
が

全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
人
口
維
持

は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
非

常
に
重
要
な
問
題
だ
が
本
当
に
大

丈
夫
か
。

農
業
再
生
協
議
会
に
は
十

分
な
予
算
措
置
し
て
い
る

が
実
際
は
余
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
議
員

も
住
民
周
知
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

そ
う
い
う
評
価
を
受
け
た

と
し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と

は
や
っ
て
い
な
い
。
ま
ち
の
た
め

に
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

星　　邦一　議員
kuniichi  hoshi

農
政
座
談
会
で
令
和
７
年

度
内
容
の
説
明
が
不
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。
農
業
再
生
協
議
会
の
出
納

整
理
期
間
が
翌
年
度
の
５
月
末
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５
月
に

総
会
を
開
催
す
る
流
れ
に
な
っ
て

お
り
、
総
会
後
は
速
や
か
に
農
家

の
方
へ
の
事
業
周
知
を
考
え
て
い

る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

住
み
続
け
た
い
と
い
う
回

答
が
50
・
６
％
で
、
前
回
は
39
・

９
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
定
の

効
果
は
得
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
議
会
議
員
や
町
民
の
意
見

を
参
考
に
し
て
、
幸
せ
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
町
が
実
現
で
き
れ

ば
、
人
口
維
持
は
十
分
可
能
と
考

え
て
い
る
。

質
問

答
弁人
口
対
策
に
つ
い
て

町
の
た
め
に
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
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一
般
質
問

町における虐待の対応について

県等が実施する研修を受講し
� 対応力向上を図る

質問

答弁
山名田 久美子　議員

kumiko  yamanada

質
問

答
弁中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

道
徳
教
育
を
県
の
指
定
を
受
け

�

心
の
教
育
を
進
め
て
い
く

令
和
６
年
度
12
月
会
議
で

社
会
福
祉
法
人
南
陽
会
で

発
生
し
た
虐
待
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
年
度
末
に
法
人
代
表
や
施
設

長
が
変
わ
っ
た
と
の
情
報
が
あ
っ

た
。
事
件
発
覚
か
ら
約
半
年
が
経

過
で
の
対
処
の
よ
う
だ
。

　
町
は
虐
待
の
情
報
が
あ
っ
た
際

被
害
者
で
は
な
く
先
に
加
害
者
へ

連
絡
し
た
こ
と
が
、
遅
れ
の
一
番

の
要
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

　
今
回
、
町
の
虐
待
対
応
の
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

小
・
中
学
生
の
間
で
起
こ

る
い
じ
め
は
非
常
に
深
刻

な
問
題
で
あ
る
。
い
じ
め
に
あ
っ

た
児
童
や
生
徒
は
生
涯
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
。
豊
か
な
心
を

育
む
こ
と
を
目
指
す
ま
ち
と
し
て

当
町
で
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
ず
、
根
絶
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
い
じ
め
問
題
が
あ
っ
た
際
の

対
応
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。平

成
25
年
度
に
施
行
さ
れ

た
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

中
学
校
に
お
い
て
、
こ
の

10
年
間
で
発
覚
し
た
い
じ

め
問
題
は
あ
っ
た
か
。

進
法
を
踏
ま
え
、
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
を
策
定
し
、
校
内
い

じ
め
対
策
委
員
会
を
開
き
対
応
策

を
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

い
じ
め
の
加
害
者
が
高
校

入
試
の
際
、
学
校
推
薦
を

行
っ
た
ケ
ー
ス
は
何
件
あ
っ
た
か
。

推
薦
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ

る
た
め
回
答
は
控
え
る
。

町
で
は
情
報
収
集
を
行
い

訪
問
や
立
ち
入
り
調
査
に

つ
い
て
事
実
確
認
を
行
い
、
緊
急

性
の
判
断
を
行
な
っ
て
い
る
。
職

員
の
資
質
向
上
も
重
要
で
あ
り
、

県
等
が
実
施
す
る
虐
待
対
応
研
修

を
受
講
し
、
対
応
力
の
向
上
を
図

り
、
関
係
機
関
と
の
協
力
連
携
体

制
に
努
め
る
。

虐
待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
万
が
一
虐
待
の
情
報

が
あ
っ
た
場
合
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
方
々
の
身
の
安
全
を
守
る
こ

と
を
優
先
と
し
、
町
が
誰
か
ら
で

も
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
虐
待
を
受
け
た
方
よ
り
加
害
者

か
ら
先
に
話
を
聞
い
た
こ
と
は
間

違
い
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
回

答
は
な
か
っ
た
。

【高齢者】高齢者虐待防止法
窓口：地域包括支援センター
【障がい者】障がい者虐待防止法
窓口：健康福祉課
【子ども】児童虐待防止法
窓口：要保護児童対策地域協議会

町の虐待対応の体制
平
成
28
年
度
０
件
・
平
成

29
年
度
29
件
・
平
成
30
年

度
１
件
・
令
和
元
年
度
５
件
・
令

和
２
年
度
７
件
・
令
和
３
年
度
17

件
・
令
和
４
年
度
22
件
・
令
和
５

年
度
８
件
・
令
和
６
年
度
７
件

加
害
者
生
徒
へ
の
指
導
は

行
っ
た
が
、
保
護
者
へ
の

連
絡
は
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
聞
く
が
本
当
な
の
か
。

教
育
委
員
会
で
は
そ
の
よ

う
な
連
絡
は
受
け
て
い
な
い
。

重
大
事
案
の
報
告
は
な
い

と
い
う
が
、
自
分
で
自
分

の
命
を
絶
つ
こ
と
だ
け
が
重
要
事

案
な
の
か
。
中
学
生
は
思
春
期
真

っ
只
中
、
一
番
傷
つ
き
や
す
い
年

代
で
あ
る
。
い
じ
め
に
あ
っ
た
生

徒
は
、
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
そ
れ

が
ず
っ
と
ト
ラ
ウ
マ
で
人
と
接
触

す
る
こ
と
も
嫌
に
な
る
く
ら
い
追

い
込
ま
れ
る
。
心
身
に
重
大
な
被

害
が
生
じ
た
場
合
も
重
大
事
案
と

い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
な
ぜ
い
じ
め
が
起
き
る
の
か
、

い
じ
め
の
な
い
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
「
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
指
す
ま
ち
」
と
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
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一
般
質
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町
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
就
任
以
来
、
町
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
共
同
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　
よ
り
そ
う
行
政
・
挑
戦
す
る
下

郷
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
育
て
、

観
光
・
農
業
支
援
、
高
齢
者
福

祉
、
生
活
環
境
の
充
実
、
安
定
し

た
行
政
な
ど
５
つ
の
政
策
を
掲

げ
、
第
５
次
振
興
計
画
、
第
６
次

総
合
計
画
を
策
定
し
、
自
立
的
、

持
続
可
能
な
町
を
創
生
す
る
政
策

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
進
め
て
い
る
会
津
縦
貫

南
道
路
、
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の

整
備
の
最
中
で
あ
り
、
本
年
度
か

ら
新
た
な
第
７
次
総
合
計
画
の
推

進
に
結
び
つ
け
、
相
乗
効
果
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
は
県
町
村
会
長

と
い
う
要
職
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
国
・
県
と
の
太
い
パ
イ

プ
を
生
か
し
、
今
後
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
も
な
く
３
期
目
の

大竹　浩治　議員
kouji  ootake

答弁

町長の任期について

引き続き町政の重責を担っていきたい

質問

任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
９

月
の
町
長
選
挙
の
立
候
補
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
就
任
以
来
、
「
町
民

の
た
め
に
や
さ
し
い
行

政
・
未
来
の
た
め
に
強
い
下
郷
」

「
よ
り
そ
う
行
政
・
挑
戦
す
る
下

郷
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
民
と
行

政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
３
期
目
に
お

い
て
も
、
「
負
担
を
減
ら
す
子
育

て
・
こ
ど
も
」
「
観
光
・
農
業
・

企
業

　
積
極
的
支
援
」
「
助
か
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
環
境
」
「
安
定
し

た
行
政
運
営
」
の
５
つ
の
町
づ
く

り
の
基
本
方
針
に
掲
げ
、
３
年
９

ヶ
月
余
り
が
す
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
こ
の
間
、
本
町
に
お
い
て
は
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
人
口
減
少

を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
・
風
評
被
害
の
払
拭
、
全

国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
社
会
変
化
な
ど
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
大
き
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
第
６
次
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
、
そ
し
て
第
７

次
総
合
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
第
７
次
総
合
計
画
で
は

課
題
を
的
確
に
捉
え
、
新
た
な
時

代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の
た
め
、

「
豊
か
な
心
を
育
む
文
化
の
ま
ち

（
教
育
文
化
）
」
「
活
力
あ
る
ま
ち

（
活
力
創
造
）
」
「
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
（
健
康
福
祉
）
「
住
み

続 

け
た
い
ま
ち
（
生
活
環
境
）
」
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
（
協
働

推
進
」
を
基
本
目
標
と
し
各
種
施

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
、
結
婚
祝
金
支
援
事

業
、
２
歳
以
上
か
ら
の
保
育
料
無

償
化
、
子
宝
祝
金
の
拡
充
、
小
中

観
光
資
源
環
境
整
備
事
業
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
事
業
、
企
業
支
援
事

業
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
や
物
価
高

騰
対
策
、
姫
川
団
地
８
棟
の
公
営

住
宅
建
替
事
業
、
雑
根
、
新
開
地

区
の
携
帯
電
話
不
通
話
エ
リ
ア
の

解
消
な
ど
、
各
種
施
策
を
計
画
的

に
実
施
し
、
着
実
、
丁
寧
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
対

策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
、
第
７
次
総
合
計
画

な
ど
と
整
合
性
を
取
れ
た
施
策
を

的
確
に
、
国
・
県
等
と
の
連
携
を

密
に
し
、
継
続
し
て
町
づ
く
り
を 

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
、
今
後
と
も
か
じ

取
り
役
と
し
て
、
引
き
続
き
町
政

の
重
責
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
入
学
祝
い
金
の

支
給
、
学
校
給
食
費

無
償
化
、
高
齢
者
除

雪
支
援
事
業
な
ど
、

ま
た
農
業
、
観
光
、

企
業
を
対
象
と
し
て

頑
張
る
農
業
支
援
事

業
、
農
林
業
機
械
購

入
貸
付
制
度
、
農
の

贈
り
物
支
援
事
業
、
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星　　和志　議員
kazushi  hoshi

ふるさと住民登録制度に向けた対策について

国や県を注視しながら進める

質問

答弁

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
に
向
け
た
対
策
」
に
つ

い
て
、
町
長
の
お
考
え
は
？

国
の
地
方
創
生
2
・
0
の

基
本
構
想
案
に
基
づ
き
、

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
は
東
京

一
極
集
中
の
歯
止
め
と
な
る
重
要

な
制
度
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
町

に
は
様
々
な
資
源
が
あ
る
た
め
、

多
く
の
方
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
と
思
う
が
、
国

や
県
の
制
度
設
計
や
運
用
を
注
視

し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

国
や
県
の
制
度
設
計
を
注

視
す
る
と
い
う
姿
勢
は
消

極
的
で
は
な
い
か
？

消
極
的
で
は
な
く
、
地
方

創
生
1
・
0
の
反
省
を
踏

ま
え
、
こ
の
制
度
を
先
取
り
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作

り
、
要
綱
を
策
定
し
、
協
力
を
得

な
が
ら
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く

意
向
で
あ
る
。

下
郷
町
の
資
源
を
活
用
し

き
れ
て
い
な
い
と
考
え
る

か
？

個
人
所
有
の
財
産
も
あ
る

た
め
素
早
く
進
め
ら
れ
な

い
面
も
あ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
課
題
解
決
の
方

法
を
検
討
す
る
組
織
づ
く
り
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

い
つ
頃
立
ち
上
げ
る
予
定

か
？

閣
議
決
定
さ
れ
た
ば
か
り

だ
が
、
今
年
度
中
に
要
綱

を
作
成
し
、
次
の
議
会
か
臨
時
会

で
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
メ
ン
バ
ー
選
定
に
は
時

間
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

学
校
統
廃
合
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

昨
年
度
は
下
郷
町
教
育
懇

談
会
を
2
回
開
催
し
、
学

校
長
や
P
T
A
役
員
か
ら
意
見
を

聴
取
し
た
。
令
和
7
年
度
に
は

「
下
郷
町
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
議
員
も
含
め

た
23
名
の
委
員
で
検
討
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

検
討
委
員
会
の
設
置
が
7

月
以
降
に
な
り
、
空
白
期

間
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
？

検
討
委
員
会
の
委
嘱
期
間

が
令
和
9
年
3
月
31
日
ま

で
の
2
年
間
と
い
う
の
は
長
す
ぎ

な
い
か
？学

校
統
合
に
は
学
校
名
、

通
学
路
線
、
施
設
活
用
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
検
討
事
項
が
あ

る
た
め
、
時
間
が
必
要
だ
と
説
明

し
た
。

統
廃
合
が
で
き
な
い
複
式

学
級
が
多
い
状
況
は
、
移

住
定
住
に
逆
風
に
な
ら
な
い
か
？

若
い
世
代
が
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
？

若
い
人
が
住
み
た
く
な
る

よ
う
な
政
策
モ
デ
ル
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、

複
式
学
級
で
も
立
派
な
人
材
が
育

つ
こ
と
を
指
摘
し
、
学
校
統
合
に

つ
い
て
は
十
分
な
話
し
合
い
が
必

要
だ
と
述
べ
た
。

検
討
委
員
会
は
2
年
間
も

の
時
間
を
か
け
る
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
速
や
か
に
結
論
を

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

今
年
度
中
に
方
向
性
を
決

め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
後
、
町
当
局
と
の
協
議
や
議

会
へ
の
提
案
を
経
て
、
具
体
的
な

課
題
を
一
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
く

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。

要
綱
の
制
定
や
議
員
か
ら

の
委
員
推
薦
を
待
つ
必
要

が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
は
開
催
で

き
な
い
と
説
明
し
た
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
考
慮

し
て
い
な
か
っ
た
と
回
答

し
た
。

10



議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ビッグパレット１階コンベンションホール

　令和７年６月５日に開催された福島県町村

議会議長会定期総会において、当町議会は、

地方自治の本旨にのっとり議会運営の改善に

努めるとともに、郷土の発展と住民福祉の増

進に寄与した功績が認められ、優良町村議会

として、県町村議会議長会より表彰される栄

誉に輝きました。

　また、南会津地方町村議会議長会から高規

格道路「会津縦貫南道路」及び一般国道289号「八十里越」区間の早期全線開通並びに一般国道252

号通行止め区間の早期再開通についてとへき地医療の充実と福島県立南会津病院の体制拡充につい

てを要望する議案２件提出し、湯田議長が代表して提案理由を説明し可決されました。

令和７年度「優良町村議会」
として表彰されました

町村議会広報研修会

６
５木

７
１火

広報委員としまして研修してきた内容をふまえ読ん
でない方にどうしたら読んでいただけるか今までの
やり方を考え直し町民参加型の読みやすい紙面にし
ていけるよう努めていきたいと思います。

　令和７年７月１日、郡山市のビッグパレッ

トふくしまにおいて、町村議会広報研修会が

開催されました。

　下郷町議会広報常任委員会からは4名が参加

し研修を受けました。一般社団法人自治体広

報広聴研究所代表理事金井茂樹氏を講師に招

き「戦略的広報と議会報づくりの型」につい

て講話がありました。
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　令和７年７月３日（木）、南会津地方の町村議会

議員が一堂に会し、郡内議員大会が下郷町ふれあ

いセンターで開催されました。大会では、各町村

が抱える課題に対する要望が提案され、すべての

要望が可決されました。可決された要望は、今後

郡の議長会を通じて県や国などの関係機関へ提出

される予定です。

大会議長を務める湯田健二議長▶

　会津鉄道・野岩鉄道等の第三セクター鉄道と生活バス路線は、地域の基幹的公共交通機

関として住民の生活に不可欠です。しかし、少子化・人口減やコロナ禍により厳しい経営

が続き、多額の累積赤字を抱えています。高齢者や児童生徒など交通弱者にとって欠かせ

ない路線バスも財政難の中で運行が維持されています。地域住民の生活に必要不可欠な公

共交通機関を確保し、安定的な経営を維持するため、国・県による継続的な支援が必要で

す。特に、第三セクター鉄道の経営安定化に向けた新たな支援制度創設や、大規模災害・

設備更新への財政支援拡充、地方交付税措置の優遇、および生活バス路線への十分な財源

措置を強く要望します。

○高規格道路「会津縦貫南道路」の整備促進について

○第三セクター会津鉄道・野岩鉄道並びに生活バス路線
　への支援措置について

　「会津縦貫南道路」は地域整備の骨格として

重要な路線であり、国道121号の自然災害リス

クや観光地大内宿の渋滞問題、救急医療施設

へのアクセス改善が課題である。小沼崎バイ

パスは開通したが、第4工区の湯野上バイパス

（8.3km）の早期完成と、着工済みの第5工区

下郷田島バイパス（11.1km）のさらなる事業

促進が求められている。これにより交通安全

確保、医療過疎解消、地域産業活性化を図る。

◀提案理由を説明する渡部哲議員

令和７年７月３日 令和７年７月３日 南会津町村議会議員大会開催南会津町村議会議員大会開催
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　自分自身の心のありようを表現したり、日常的な内容についても詳しく観察したりして、小学

生・中学生ともにレベルの高い発表になりました。　また、議員として取り組まなくてはいけない

観光誘客の問題や大内宿の将来にわたっての保存の問題など気づかされることが多くあって、着眼

点が多く貴重な発表を聞かせていただきました。今後の議会活動に生かしていきたいと思います。

ありがとうございました。

　その他に、青少年健全育成作品の標語の部とポスターの部があり、最優秀・優秀賞・佳作の入賞

者に対し表彰がありました。

� （詳細は、下郷町青少年育成町民会議だよりで）

　第41回下郷町青少年の主張発表と青少年健全育成作品コンクール表彰式が、７月９日（水）にふれ

あいセンターにて開催された。

　主張発表者は小学５・６年生が５年生３人、６年生が３人合わせて６人、中学生がそれぞれの学

年から１人づつ、３人の主張発表があった。

小学生の部
NO 氏　　名 学校名 学年 題　　　名

1 星　　和心 旭田小 5年 本当の多様性とは何なのだろう

2 本島　大翔 江川小 5年 みんなが笑顔になれるように

3 芳賀　柑太 楢原小 5年 下郷町にたくさんの人を呼び集めたい

4 阿部　陽花 旭田小 6年 好きなことを将来に

5 芳賀　奏彩 江川小 6年 大内宿を守りたい

6 湯田ひなの 楢原小 6年 私のこと

中学生の部
NO 氏　　名 学校名 学年 題　　　名

1 渡部　にこ 下郷中 1年 「新しい出会いから」

2 弓田　心響 下郷中 2年 当たり前じゃない

3 星　菜実花 下郷中 3年 私たちの幸せな未来のために

第41回下郷町青少年の主張発表と第41回下郷町青少年の主張発表と
青少年健全育成作品コンクール表彰式青少年健全育成作品コンクール表彰式
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『南会津消防本部』岩手県大船渡市の林野火災現場へ

下郷町公共施設等管理運営検討委員会および
下郷町学校の在り方検討委員会について

１　発生日時等
発生日時：調査中

覚知日時：令和 7年 2月26日（水）　13時02分（大船渡地区消防本部）

鎮圧日時：令和 7年 3月 9日（日）　17時00分

鎮火日時：令和 7年 4月 7日（月）　17時30分

２　出火場所
岩手県大船渡市赤崎町合足地内

３　出火原因
調査中

４　被害状況
（１）林野被害

　　（2月19日からの火災の延焼範囲を除く）

　　 約3，370ha

（２）人的被害

　　 死者1名（男性、90代）

（３）住家・非住家被害

　　 大船渡市発表住家87棟（うち全壊54棟）、住家以外135棟（うち全壊121棟）

　　 ※	4月15日17時00分現在

５　派遣状況
令和7年２月26日から令和７年３月16日まで緊急消防援助隊福島県隊として第１次隊から第６

次隊まで38名の署員を派遣した。

【下郷町学校の在り方検討委員会】

下郷町中学校の統廃合を検討するため第１回下郷町学校の在り方検討委員会が令和７年７月25日に

行われた

小　玉　智　和　委員　　　星　　　和　志　委員

山名田　久美子　委員　　　星　　　邦　一　委員

【下郷町公共施設等管理運営検討委員会】

大内宿食の館 下郷町三彩館 中山花の里公園の今後の管理運営等について

下郷公共施設等管理運営検討委員会が令和７年７月１１日に行われた

星　　　和　志　委員　　　大　竹　浩　治　委員
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議会広報常任委員会
委 員 長　　星　　　和　志

副委員長　　大　竹　浩　治

委　　員　　猪　股　謙　喜

委　　員　　湯　田　純　朗

委　　員　　星　　　昌　彦

委　　員　　渡　部　　　哲

次回９月会議は９月第２週目の予定です。※日程が変更になる場合がありますので議会事務局へお問い合わせ下さい。

　令和７年６月１５日（日）に大川ふるさと公園において、第３４回世代間交流パークゴルフ大会が開
催され、６歳から８８歳まで３６名が参加した。

「第34回青少年健全育成世代間交流事業（パークゴルフ大会）」


